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「
弁
護
士
に
よ
る
交
通
事
故

相
談
会
」
の
参
加
者
を
募
集

●
日
時
＝
７
月
９
日
（
水
）

　

13
時
〜
15
時

●
場
所
＝
県
交
通
事
故
相
談
所
鹿

屋
支
所
（
大
隅
地
域
振
興
局

内
）

●
内
容
＝
交
通
事
故
に
関
す
る
高

度
な
法
律
相
談
に
対
処
す
る

た
め
、
弁
護
士
に
よ
る
交
通

事
故
相
談

●
相
談
料
＝
無
料

●
申
込
方
法
＝
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

● 

申
込
期
限
＝
７
月
７
日
（
月
）

※ 

交
通
事
故
相
談
員
に
よ
る
相
談

は
、
休
日
を
除
く
毎
週
月
〜
木

曜
日
の
９
時
〜
15
時
30
分
の
間

に
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
県
交
通
事
故
相
談
所
鹿
屋
支
所

　

☎
０
９
９
４ｰ

52ｰ

２
０
８
９

森
林
を
伐
採
す
る
と
き
は

「
伐
採
届
」
を
お
忘
れ
な
く

　

保
安
林
を
除
く
森
林
を
伐
採
す

る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
に
伐

採
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
届
出
制
度
は
、
森
林
資
源

の
状
況
を
把
握
し
、
ま
た
、
森
林

の
伐
採
と
、
そ
の
後
の
造
林
施
業

が
市
の
森
林
整
備
計
画
に
基
づ
い

て
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
保
安
林
に
指
定
さ
れ
て

い
る
森
林
を
伐
採
す
る
場
合
は
、

事
前
に
県
知
事
の
許
可
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

●
伐
採
届
の
留
意
事
項

○
森
林
施
業
の
た
め
で
も
、主
伐
・

　

間
伐
を
問
わ
ず
、
届
出
が
必
要

　

で
す
。

○
伐
採
を
開
始
す
る
日
の
30
日
か

　

ら
90
日
前
ま
で
に
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

○
無
届
伐
採
は
、
行
政
指
導
や
罰

　

則
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

問
市
畜
産
林
務
課
（
２
階
）　

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
８

「
鹿
屋
市
配
偶
者
等
か
ら
の

暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者

支
援
基
本
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た

　

市
で
は
、
国
・
県
・
近
隣
自
治

体
等
と
連
携
・
協
力
を
図
り
、
配

偶
者
等
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び

被
害
者
の
適
切
な
保
護
に
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
、
ま
た
市

民
一
人
ひ
と
り
が
、
暴
力
を
許
さ

な
い
社
会
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
「
鹿
屋
市
配
偶
者

等
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害

者
支
援
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

　

計
画
の
期
間
は
、
平
成
26
年
度

か
ら
平
成
30
年
度
ま
で
の
５
年
間

で
す
。
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
暴

力
を
許
さ
な
い
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
の
出
来
る
地
域
社
会

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

基
本
計
画
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ほ
か
、
市
情
報
公
開
室
、
各
総

合
支
所
、
各
出
張
所
、
男
女
共
同

参
画
推
進
室
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
市
民
活
動
推
進
課
（
５
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

２
１
１
１

　

内
線
３
５
９
３

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
で

お
悩
み
の
皆
さ
ん
へ

　

暴
力
を
ふ
る
わ
れ
て
も
我
慢
す

る
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
暴
力
は
絶
対
許
さ
れ
な
い
行

為
で
あ
り
、
暴
力
を
ふ
る
わ
れ
て

い
い
人
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
に
ま
ず
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

問
市
子
育
て
支
援
課
婦
人
相
談
室

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

２
１
１
１　

　

内
線
３
１
８
６

第
31
回
肝
属
川
ク
リ
ー
ン

作
戦
を
開
催

　

私
た
ち
の
生
活
の
豊
か
さ
と
引

き
換
え
に
汚
れ
て
し
ま
っ
た
肝
属

川
を
澄
ん
だ
き
れ
い
な
川
に
戻
す

た
め
、
肝
属
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
を

実
施
し
ま
す
。

●
日
時
＝
７
月
20
日
（
日
）

　

６
時
30
分
〜
７
時
30
分

●
清
掃
区
域
＝
下
祓
川
町
樋
渡
橋

〜
吾
平
町
馬
込
橋
ま
で
の
肝

属
川

●
集
合
場
所
＝
市
役
所
前
駐
車

場
、
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
水
辺

広
場
付
近
、
和
田
井
堰
公
園
、

鹿
屋
商
工
会
議
所
、「
役
所
の

下
橋
」
付
近

●
作
業
内
容
＝
空
き
缶
・
木
ぎ
れ
・

ビ
ニ
ー
ル
等
の
収
集

●
準
備
品
＝
軍
手
な
ど

問
肝
属
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
実
行
委

　

員
会（
市
生
活
環
境
課
内
・
５
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

２
１
１
１

　

内
線
３
５
１
７

平
成
　
年
度
か
ら
小
型
浄

化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助

金
の
新
設
補
助
が
廃
止
さ

れ
ま
す

　

市
で
は
、
公
共
下
水
道
事
業
計

画
区
域
及
び
農
業
集
落
排
水
整
備

事
業
実
施
区
域
以
外
で
、
住
宅
に

台
所 

・
風
呂
・
洗
濯
機
等
か
ら
の

雑
排
水
と
ト
イ
レ
か
ら
の
汚
水
を

併
せ
て
処
理
す
る
浄
化
槽
（
合
併

処
理
）
を
設
置
す
る
場
合
に
、
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
新
設
補
助
が

廃
止
さ
れ
、
単
独
処
理
浄
化
槽
又

は
、
く
み
取
り
便
槽
か
ら
の
転
換

の
み
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
市
上
下
水
道
部
下
水
道
課

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
３

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
特

定
外
来
生
物
で
す

　

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
５
月

か
ら
７
月
に
か
け
て
、
鮮
や
か
な

黄
色
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　

道
路
脇
等
で
よ
く
見
か
け
ま
す

が
、
一
度
定
着
す
る
と
在
来
の
野

草
を
駆
逐
す
る
な
ど
生
態
系
に
影

響
を
及
ぼ
し
、
周
り
の
景
観
を
一

変
さ
せ
て
し
ま
う
性
質
を
持
っ
て

い
る
た
め
、
栽
培
や
運
搬
等
が
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

駆
除
を
行
う
際
に
は
、
根
か
ら

引
き
抜
い
た
も
の
を
２
〜
３
日
天

日
に
さ
ら
し
て
枯
死
さ
せ
た
後
、

燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
て
処
分
し
て
く

だ
さ
い
。
場
所
に
よ
っ
て
は
、
除

草
剤
に
よ
る
駆
除
も
効
果
的
で

す
。

問
市
生
活
環
境
課
（
５
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
５

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

を
発
売

　

宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

使
わ
れ
ま
す
。

●
販
売
期
間
＝
７
月
４
日
（
金
）

〜
25
日
（
金
）

●
抽
選
日
＝
８
月
５
日
（
火
）

●
価
格
＝
３
０
０
円

●
当
選
金

○
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
＝
１

等
４
億
円
、
前
後
賞
１
億
円

○ 

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
６
０
０

　

０
万
＝
１
等
６
，０
０
０
万
円
、

２
等
６
０
０
万
円　

な
ど

問
県
市
町
村
振
興
協
会

　

☎
０
９
９ｰ

２
０
６ｰ

１
０
０
１

「情報公開・個人情報保護制度」平成25年度運用状況の公表

　平成 25年 4月 1日から平成 26年 3月 31日までの情報公開・個人情報保護制度の運用状況について、件
数などをお知らせします。なお、実施機関別の開示請求の件数及び処理の状況、開示請求の内容などの詳細
につきましては、市ホームページをご覧ください。

●情報公開制度の運用状況
○開示請求の件数等

請求件数
決定内容

開示 一部開示 不開示 その他
78 27 42 3 6

○簡易開示の処理状況

問 市情報行政課（５階）　☎ 0994-31-1135

※不服申立て処理の件数＝１件

●個人情報保護制度の運用状況

請求件数
決定内容

開示 一部開示 不開示 その他
9 5 3 1 0

※訂正請求、利用停止請求及び決定に対する不服申立ては
　ありませんでした。

○開示請求の件数等

試験名 実施機関 受験者数 開示件数

平成25年度
市職員採用試験

鹿屋市長

第1次試験
144人
第2次試験
26人

12件

平成25年度
市立看護専門学校
専任教員採用試験

鹿屋市
教育長

3人 0件

　市では、同じ月に利用した介護保険サービス費の合計額が世帯の上限額を超えた場合、支払い後にその超
えた分について高額介護サービス費として払戻しを行っていますが、支払いが困難な人に対しては、超えた
分を先に貸し付ける基金制度を設けています。

●●貸付対象者貸付対象者＝介護保険の被保険者で、介護保険
法に規定する高額介護サービス費の上限を超え
た額の支給が見込まれ、かつ、高額な介護サー
ビス費を支払うことが困難と認められる人

●●対象となるサービス費対象となるサービス費
○居宅介護（予防）サービス費
　※訪問介護や通所介護等
○施設サービス費
○地域密着型介護（予防）サービス費
　※グループホーム等
●●貸付金額貸付金額＝ 高額介護サービス費の支給見込額

以内

区　　　　　分 世帯の上限額
一般世帯（下の区分に該当しない人） 37,200 円
住民税非課税世帯 24,600 円

○ 合計所得金額及び課税年金収入額
の合計が 80 万円以下の人
○老齢福祉年金の受給者

15,000 円
（個人）※

○生活保護の受給者
○利用者負担を 15,000 円に減額すること
で、生活保護の受給者ではなくなる人

15,000 円
（個人）※

【高額介護サービス費の世帯上限額】

問市高齢福祉課（1階⑧番窓口）　☎ 0994-31-1116

※世帯単位ではなく、個人単位の上限額です。

お
知
ら
せ

27

介護保険高額サービス資金貸付基金制度のお知らせ介護保険高額サービス資金貸付基金制度のお知らせ

お 知 ら せ 版Information


